

































































「5 枚 の うち 1」 











































































































































































































令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 ・ 特 別 支援 学校 (地理 ) 解答 用 紙 【 解 答 例 】 
受 高 教 | 地 得 
1 (80 点 ) 
問 1 | (1) C (2) ウ (3 ) (4 点 X3) 
(4) オ (4 点 ) 
6 央 に 山地 (高地 ) が あり 、 (南東 ) 貿易 風 の 風 上 に あたる 東岸 で は 降水 量 が 多 
い が 、 風 下 の 西岸 で は 乾燥 する 。 
( 6 点 ) 
(6) ア (4 点 ) 
0 サヘル で は 、 人 口 の 増加 に 伴い 、 過 放牧 や 問 炭 材 の 過 伐 採 な ど に より 砂漠 化 が 進 
行 し て いる 。 
(8 点 ) 
問 2 | (1) ワ (2) イ (4 点 X2) 
(3) ー (3) 6 (3) 
カカ オ 豆 キャ ッ サ バ (4 点 X3) 
①A ①B ② 
(4 ) オ (5) エ (4 点 X2) 
問 3 
(」) | コー ドン パパ 諸 国 が 経緯 度 な ど を 基準 に 植民 地 分 割 し た 際 の 境界 が 、 独 立 時 に も 国 
境 と し て 残さ れ た た め 。 
( 6 点 ) 
( 2) アパ ルト ヘイ ト (3 ) ウ (4 ) (4 点 X3) 


























「5 枚 の うち 2」 


令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 (地理 ) 解答 用 紙 【 解 答 例 】 




































































受 教 | 地 得 
験 | | 科 

校 | | 科 

種 出 点 
2 (30 点 ) 








イラ ン は イス ラム 教 シ ー ア 派 が 多数 を 占め る 国 で ある 。 イ スラ ム 教 国 の 多く で 
は 、 女 性 の 日 常 生 活 に 歳 し い 戒 律 が ある 。 イ ラン で は イス ラム 教 の 教義 に 基づく 性 
別役 割 規範 の 存在 が あり 、 特 に イラ ン 草 命 後 は 女性 の 地位 や 役割 を お も に 家庭 内 に 
見 出す よう に 母性 を 強調 する 方 針 を 採用 し て お り 、 そ の た め 女 性 の 社会 進出 が 進ま 
ず 、 女 性 全体 の 就労 率 が 低迷 する 。 

スウ ェ ー デ ン で は 社会 保障 制度 が 充実 し て お り 、 男 女 の 労働 時 間 の 短縮 や 有給 休 
暇 な どの 育児 休業 制度 が 整備 され 、 ワ ー ク ライ フ バ ラン ス が 実現 し て いる 。 ま た 男 
性 が 育児 に か か わる 時 間 が 長い こと か ら 、 女 性 の 就業 率 が 高く な っ て いる 。 
性 の 育児 休業 取得 率 が 低い こと こと も あり 、 必 然 的 に 女性 が 表 心 
と な る 。 し た が っ て 出産 後に 一 度 離職 し 、 育 児 が 一 段落 し た 基 に 再 就職 頃 
向 が 強く な る こと か ら 、M 字 型 の 労働 線 と な る 。 


































































































































































































































































































































































































ドイ ツ で は 第 二 次 世 界 大 戦 直 後 の 復興 期 に 労働 力 不足 と な り 、 こ 
れ を 解消 する た め に 諸 外 国 と の 間 で 二 国 間 協 定 を 締結 し 外国 人 労働 
ON i 
ペイ ン 、 ギ リ シ ャ 、 ト ルコ 等 と 1968 年 まで に 順次 締結 され て いっ 
た 。 こ れ ら の 国 か ら の 労働 者 は 「 ガ スト アル バイ ター」 と 呼ば れ 、 
短期 間 雇用 が 前 提 で あっ た が 、 多 く が ドイ ツ に 残留 し た 。 ま た 1990 


















































































































































年 代 に 入る と 東欧 社会 主義 政権 の 崩壊 し 、21 世 紀 に な る と 東欧 旧 社 
会 主義 国 で ある ポー ラン ド や ルー マニ ア 等 が EU に 加盟 し た こと か 
ら 、 こ れ ら の 国々 か ら の 人 口 流入 が み ら れ た 。 ポ ー ラ ンド 、 ト ル 
コ 、 イ タリ ア 、 ギ リ シ ャ 、 ク ロア チア が 上 位 に 位置 する こと か ら 弟 
断 で きる 。 



















































































サウ ジア ラビ ア は イス ラム 教 を 国教 と する 産油 国 で 、 国 土 が B 気 
CC 

ウジ アラ ビア へ の 国際 移住 者 が 多い 国 と し て 示さ れ て いる 

国々 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 多く 、 国 内 の 賃金 格差 が 大 きい 国 で あり 、 

較 的 賃金 水準 の 良い サウ ジア ラビ ア 等 西 ア ジ ア 産 油 国 で 就労 する 
労働 者 が 多く な る 。 従っ て 、 国 内 の 賃金 格差 が 大 きく 、 約 14 億 の 人 
の 149% が イス ラム 教徒 で も や る イン ド や 、 国 教 を イス ラム 教 と し て 
定め 、 西 アジ ア 産 油 国 と の 距離 が 比較 的 近い イン ド ネ シア ・ バ ング 
ラディ シュ ・ パ キス タン が 上 位 を 占め る こと か ら 判 断 で きる 。 
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「5 枚 の うち 3」 


令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 (地理 ) 解答 用 紙 【 解 答 例 】 

































































受 教 | 地 得 
験 | = | 科 

校 | "| 科 

種 理 占 
3 (30 点 ) 























本 列島 の 東 の オホーツク 海 付近 に 低 気 圧 、 ま た 日 本 列島 の 西 の ユ ー ラ シア 大 陸 
寸 近 に 高気圧 が 位置 する こと か ら 、 い わ ゆ る 「 西 高 東 低 」 の 気圧 配置 で 、 冬 李 に 
み ら れ る 天気 図 で ある 。 強 い 勢 力 の 低 気 圧 と 高気圧 の 間 に あ る 等 圧 線 は 混み 合っ て 
お り 、 ま た 太平 洋 沖 に は 寒冷 前 線 が み ら れ 、 大 陸 か ら の 寒冷 な 季節 風 が 強く 日 本 海 
側 を 中 心 に 吹き 付け 、 横 風雪 ・ 地 吹雪 ・ 大 雪 に な る こと が 予想 され る 。 

暴風 雪 や 地 吹 雪 に よる 交通 障害 を 防ぐ た め に 防 雪 棚 を 設け た り 、 な だ れ 防 止 用 の 
スノー フェ ンス や スノー シェ ルター を 設置 し た りす る 。 都 市 部 で は 路面 に 地下 水 を 
散布 する 消 雪 パ イプ な ど を 埋設 し 、 融 雪 を 行う 。 



















































































































































































(15 点 ) 


写真 1 及び 図 2 か ら 、 山 際 の 住宅 地 に 土砂 災害 が 集中 し て いる こと が わか る 。B 
ら 、 都 市 部 の 人 口 増 加 に よっ て 山麓 に 続く 扇状 地 を 中 心 に 宅地 開発 が 山側 に 進 
* い っ た と 考え られ る 。 扇状 地 は 谷 を 流れ る 沢 や 河川 を 流れ 下る 砂 磁 の 堆積 に 
よっ て 形成 され る も の で あり 、 そ こ に 宅地 を 造成 し て いる た め 。 























(1 5 点 ) 





「5 枚 の うち 4」 


令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 (地理 ) 解答 用 紙 【 解 答 例 】 

































































受 教 | 地 得 
験 高 科 
校 | | 科 
種 理 点 








2015 年 9 月 の 国連 総会 に お いて 「 持 続 可能 な 開発 の た め の 2030 ア ジェ ンダ 」 が 採 
ささ れ 、 先 進 国 と 途上 国 が と も に 取り 組む べき 国際 社会 全体 の 普遍 的 な 目標 (ゴー 
ル ) を 定め た も の 。 エ ネル ギー や 都市 問題 、 気 候 変動 、 地 球 環境 な ど 様 々 な 課題 
(ター ゲッ ト ) が 示さ れ 、「 誰 一 人 取り 残さ な い 」 を スロ ー ガ ン と し て 、 全 世界 が 
取り 組む 目標 で ある 。 




















































































































都市 内 の 土地 利用 の 郊外 へ の 無秩序 な 拡大 で ある スプ ロー ル 現 象 を 抑制 し 、 公 共 
通 機関 整備 等 を 活用 し て 中 心 部 の 再 活性 化 を 促す 、 生 活 環 境 が 集積 ・ 集 約 さ れ た 
効率 的 な 構造 の 都市 。 


































































































イン ド に お いて 、1970 年 代 後半 か ら の 乳 生 の 品種 改良 の 促進 と 、 酷 農協 同 組 合 の 
設立 に より 、 生 乳 の 生産 量 や 消費 量 が 急増 し た 現象 。 牛 を 神聖 な 動物 と みる ヒン 
ドゥ ー 教 徒 の 多い イン ド 国 民 は 、 和 牛乳 の 消費 機会 が 希薄 で 、 タ ン パ バク 質 の 摂取 量 が 
少な か っ た が 、 使 役 用 水生 の 生乳 か ら 和 牛乳 を 生産 する こと で 牛乳 消費 が 拡大 し 、 イ 
ンド 国民 の 健康 増進 に つなが っ た 。 
















































































「 ア メリ カ 合 衆 国 ・ メ キシ コ ・ カ ナダ 協定 (United States-Mexico-Canada 
Agreement) 」 の 略称 。 母体 は 1994 年 に アメ リカ 合衆国 ・ カ ナダ ・ メ キシ コ と の 間 
で 締結 し た 北米 自由 E (NAFTA) 。 ア メリ カ 合 衆 国 に 不利 に 働く 協定 と し 
て 、 ド ナル ド ・ ト ラン プ 大 統領 が 猛烈 に 批判 し 、 改 正 を 求め た こと か ら 、2020 年 7 
月 に NAFTA に 代わ っ て 発効 し た 協定 で ある 。 














































































































「5 枚 の うち 5」 


令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 ・ 特 別 支援 学校 (地理 ) 解答 用 紙 【 解 答 例 】 








受 | | 教 | 地 得 
入 | | 






























































5 (20 点 ) 


【 単 元 (題材 ) の 主題 】 
イン ド が 飛躍 的 な 経済 成長 を 遂げ て いる 理由 は 何 か 。 























【 授 業 の 展開 例 】 

〇 本 時 の ね らい 

(1) イン ド の 人 々 が {1 C 工 業界 で の 活躍 の 要因 に つい て 理解 する 。 

(2) 複数 の 地理 情報 が 提示 され た 資料 の 中 か ら 必 要 な も の を 取捨 選択 し 、 そこ か ら 読 み 取 れる 情報 を 3 
め る 作業 を 通し 、 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 を 養 う 。 












































7 
(て 





























〇 指導 上 の 留意 点 

(1) 生徒 の 主体 的 ・ 対 話 的 な 学び を 促す た め に 、 グ ルー プ で の 活動 を 取り 入れ る 。 

(2 ) 複数 の 地図 や 統計 資料 、 写 真 か ら 読み 取れ る 情報 を 結び 付け 、 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考察 で きる よう に 配 
慮 する 。 



























































〇 具体 的 な 展開 例 
(1 ) 導入 
ア 教室 の スク リー ン に 、 ア メリ カ の 代表 的 { 芽 企 業 の ロゴ や や 本社 ビ ル 写 真 な ど を 複数 提示 し 、 経 営 規 
模 や 世界 シェ ア な ど に つい て 紹介 する 。 
イ それ ら の 企業 に 勤め る イン ド 出 身 の 技術 者 の 割合 を し 、「 な ぜ イ ンド の 人 々 は 1 CT 業界 で 活躍 し 
て いる の か 」 と いう 本 時 の 主題 を 提示 する 。 
(2) 展開 
ア 近隣 の 生徒 と 班 を 作り 、 机 を 合わ せる 。 
イ 各 班 に イン ド に 関す る 統計 資料 や 写真 、 世 界 地図 な どの 資料 を 複数 配付 する 。 
※ 資料 例 : 旧 宗 主 国 を 示し た 地図 、 各 国 の 時 差 を 示し た 地図 、 カ ー ス ト 制 と 職業 に 関す る 資料 、 
主 な 国 の 一 人 当たり GN 1 な ど 
ウ 各 班 で は 、 配 付 資料 か ら 必 要 な 情報 を 取捨 選択 し 、 仮 説 を 立て て 推理 し 、 模 造 紙 に 記入 し て 提示 
(学習 環境 に よっ て は 端末 入力 か ら ス クリ ー ン 表示 ) し 、 人 簡潔 に 発表 する 。 
エ 教員 に よる 説明 で 、 不 足 し た 情報 な ど を 補足 。 
(3) まとめ 
ア イン ド の 経済 成長 の 理由 に つい て 分 か っ た こと 、 疑 問 に 感じ た こと な ど を まとめ る 。 
イ ペア ワー ク で 隣 の 生徒 と 意見 交換 を 行う 。 









































































































































































































































